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下
北
郡
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

去

る
七
月
二
日
下
北
郡
老
人

ス
ポ
ー

ツ
大
会

は
、
大
間
中
学
校

グ
ラ

ン
ド
に

お

い
て
行
わ
れ
ま
し
た

。

当
日
は
、
あ

い
に
く

の
曇
空
と
七
月

と
は
思
え
な
い
寒
さ
で
し
た
が
、
高
齢

に
も
か
か
わ
ら
ず
元
気
い
っ
ぱ
い
の
大

会
で
し
た
。

か る い な あ 選 手 宣 誓



魚の気持 わかる ？ 部長もいつしよに交通安全

若 さ，ノ ヨ イシヨ ／

足が四本？

仲よ＜ゴールイン



村
内
動
植
物
の
小

観

察

大

石

健
次
郎

ヤ

ブ

サ

メ

ー
可
憐
な
ヤ
ブ
の
小
忍
者
－

海
の
鮫
の
話
で
は
な
く
、
野
鳥
の
こ

と
で
あ
る
。

佐
井
村
に
は
、
約
百
八
十
種
。
う
ち

半
数
の
約
九
十
種
が
、
こ
の
村
を
故
郷

と
し
て
繁
殖
す
る
。

ヤ
ブ
サ
メ
も
こ
の
中
に
入
る
。
キ
ク

イ
タ
ダ
キ
、
ミ
ソ
サ
ザ
イ
と
共
に
日
本

産
陸
鳥
の
い
ち
ば
ん
ホ
さ
い
型
で
あ
る
。

日
本
に
は
四
月
中
旬
か
ら
、
ビ
ル
マ

・
ア
ッ
サ
ム

ー
タ
イ

ー
イ
ン
ド
シ
ナ
の

南
方
か
ら
渡
っ
て
き
て
、
九
月
下
旬
い

十
月
中
旬
ま
で
に
は
去
っ
て
ゆ
く
。

シ
ベ
リ
ア
東
南
部
・
樺
太
（
サ
（

リ

ン
）
・
日
本
・
中
国
北
部
・
モ
ン
ゴ
ー

ル
な
ど
旧
北
区
東
側
の
北
部
で
繁
殖
す

る
。こ

の
鳥
が
、
本
年
四
月
二
八
日
、
二

九
日
、
五
月
一
日
と
三
回
っ
づ
き
、
そ

の
死
体
を
長
後
校
の
学
童
ら
が
と
ど
け

て
く
れ
た
。

い
ず
れ
も
、
泥
に
ま
み
れ
、
脚
を
ち

ぢ
め
、
眼
を
か
た
く
閉
じ
て
の
惨
た
る

姿
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
五
月
十
日
、
四
個
目
の
新

し
い
死
体
が
と
ど
い
た
。

こ
れ
ら
は
、
八
十
米
四
方
の
せ
ま
い

人
家
付
近
の
落
鳥
で
、
そ
の
原
因
は
な

ん
で
あ
ろ
う
か
。

ヤ

ブ
サ

メ
の
よ
う
な
ホ
型
鳥
は
、
渡

っ
て
間
も
な
い
、
二
、
三
日
は
、
疲
れ

き

っ
て
生
気
が
な
い
。
一
米
ほ

ど
の
近

く
ま

で
寄

っ
て
も
逃
げ

る
気
力
も
な

い

ほ
ど
、

じ
っ
と
し
て

い
る
。

四
月
二
七
日
は
強
風
（

ヤ
マ
セ
）

の

烈
し

い
雨

。
二
八
日
も
雨
。
五
月
一
日

は
曇

と
雨

。
－

落
鳥
の
ヤ
ブ

サ
メ
は
、

南

の
洋
上
を
は

る
ば

る
と
渡

っ
て
き
て
、

疲
労

の
極
限
を

む
か
え
、
到
着
地
で
は

風
雨
に
さ
ら
さ
れ
、
休

息
や
採
餌
も
ま

ま
な

ら
ず
、
つ

い
に
そ
の
生
命
を
消
し

つ
く
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

オ
ス

ー
メ
ス
の
性
別
、
胃
内

状
況
を

知

る
た

め
、
解
剖
を
す
る
つ
も
り
で
あ

っ
た
が
、

い
そ
が
し
か
っ
た
の
で
、
て

い
ね

い
に
土
中

へ
埋
め
て
や
っ
た
。

こ

の
鳥
は
、
深
い
茂
み
を
く
ぐ
り
な

が
ら
、
生
活
を
す
る
の
で
、
な
か
な

か

人
目
に
触
れ
な
い
。

し

か
し
、
さ
え
ず
り
の
季
に
は
、
口

笛
で

こ
の
鳥
の
鳴
き
声
を
ま
ね
す
る
と
、

自
分
の
テ
リ
ト
リ
ー
（
領

域
）
を
侵
さ

れ
た
と
思
う
ら
し
く
、
短
い
ふ
枝

や
、

草
茎
の
頂
に
ひ
ょ
っ
こ
り
と
現

わ
れ
、

不
審
気
に

キ
ロ
リ
キ

ロ
リ
と
四
辺
を
う

か
が
う
。
野
性
の
可
弉

さ
が
、
凝

っ
て

珠
玉

（
た
ま
）

の
よ
う
に

な
っ
た
姿

で

あ

る
。
ヤ
ブ
サ

メ
は
、
可

憐
な

ブ
ッ

シ

ュ
の
小
さ

い
忍
者
で
あ
る
。

藪
鮫
－

藪

雨
と
書
か
れ
て

い
る

。

藪
雨

は
、

こ
の
鳥
に
ふ
さ
わ
し

い
。

シ
イ
シ
イ

シ
イ

シ
イ
と
、
ほ

ぞ
降

る

藪
の
雨
を
連
想

さ
せ

る
声
で
、
秋
の

セ

ス
ジ

ツ
ユ
ム
シ
の
声
を
、
や
や
高
く
し

た
感

じ
で

あ
る
。

し

か
し

、
近
く
で
は
、
か
な
り
ひ

び

く
張

り
の
あ
る
声
を
す
る
。

昭
和
三
五
年

第
１２

回
の
国
際
鳥
類
保

護
会
議

で
、
日
本
へ
き
た
欧
米
の
鳥
学

者
た

ち
は
、
夢
中

に
な
っ
て
、
こ
の
声

を
珍
重
し

聞
き
入
っ
た
。

ヤ
ブ
サ
メ
の
風
雅
な
声
も
、
あ
ま

り

聞

か
れ
な

く
な
っ
た
近
頃

で
あ

る
。

（
村
誌
上

巻
自
然
六

九

二
へ
Ｉ

ジ

参
照
）

メ

ン

コ

ガ

ニ

ー
海
の

ガ
ラ

ス
天
狗
－

本
年

四
月
上
旬

、
大
佐
井

長
島

理
容

店
の
奥
さ
ん
か
ら
、
「
あ
ま
り
見

な
れ

な
い
形

の
か
わ
っ
た
、
カ
ニ
が
と
れ
ま

し
た
・

何

と
い

う
名

で
す
が
」
－

と
電

話
が
入
っ
た
。

大
体
の
形

、
色

彩
を
き
き

、
「
そ
れ

は

メ
ン
Ｊ
ガ
ユ
で
し
ょ
う
」
と
、
生
態

を
簡
単
に
答
え
、
数
日
後
一
匹

も
ら
っ

て
き
た

三
十
数
年

ぶ
り

に
、
メ
ン

Ｊ
ガ
ニ
と

対
面
し
て
な
っ
か
し
か
っ
た
。

私
の
家
で
は
、
戦
後
二
四
年

の
タ
ラ

回
遊
が
途
だ
え
る
ま
で
、
タ
ラ
網

を
建

こ
ん
で
い
た
が
、
二
回
ほ
ど
こ
の
カ
ニ

が
、
引

っ
か
か
っ
て
き
た
こ
と
が

あ
る
。

名
を
知
っ
た
の
は
、
か
な
り
後
に

な
っ

て
か
ら
で
あ
る
。

カ
ニ
は
、
十
脚
類

と
い
っ
て
、
（

サ

ミ
を
入
れ
て
脚
が
十
本

あ
る
も
の
が
多

い
。
メ
ン

Ｊ
ガ
ユ
は
、
八
本

で
あ

る
。

こ
の
カ
ニ
は
、
脚

が
申
訳
て
い
ど
に

し
か
、
甲
殻

か
ら
み
ら
れ
ず
、
す

こ
ぶ

る
形
が
変
っ
て
い
る
。

剣
の
よ
う
な
尾

が
あ
る
と
、

カ
ン
ブ

リ
ア
紀
の

″
生
き

た
化
石
″
と

い
わ
れ

る
、
カ
ブ
ト

ガ
ユ
を

そ
ぞ
ろ
思
い
出
さ

せ

る
。

名

前
の
由

来
は
、
胃
域
部
が
突
き
出

た
Ｊ
ブ
状

で
あ
り
、
心
域
部
も
、
三

つ

の

＝
ブ
が
連

な
っ
て
い
て
、
簗
を
下
に

す
る
と
、
人
面
と

い
う
よ
り
も
、

カ
ラ

ス
天

狗
面
に

そ
っ
く
り
で
あ

る
。

古
く
は
、
泥
で
か
た
め
た
人
面
に
似

て
い
る
の
で
、
「
メ
ン
己
ガ
ニ
」
と
い

わ
れ
る
。

頭
は
小
さ
く
、
囗
ば
か
り
大
き
く
、

脚
も
腹
も
肉
も
全
く
な
く
、
凹
み
や
せ

こ
け
て
い
る
・

飢
餓
の
た
め
、
死
に
そ

う
に
な
っ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
難
民
の

子
供
を
連
想
さ
せ
る
。

オ
ス

ー
メ
ス

は
腹
の
尾
節
を
み
る
と
わ
か
る
。

あ
ま
り
、
進
化
し
て
い
な
い
類
で
あ

ろ
う
。
分
布
に
は
、
津
軽
海
峡
も
書
き
加
え

る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

非
行
防
止
の

だ

め

に

家
庭
の
し
つ
け

○
親
子
が
な
ん
で
も
話
し
合
え
る
暖
か

い
家
庭
づ
く
り
を
し
よ
う
。

Ｏ
甘
え
を
い
ま
し
め
、
子
供
が
欲
望
を

満
た
さ
れ
な
い
と
き
で
も
ガ
マ
ン
す

る
力
を
育
て
あ
げ
よ
う
。

○
も
の
の
善
悪
や
社
会
の
ル
ー
ル
を
（

ツ
キ
リ
身
に
っ
け
さ
せ
よ
う
。

○
叱
る
だ
け
で
な
く
、
良
い
点
を
見
つ

け
て
は
、
ほ
め
る
こ
と
も
心
掛
け
よ

○
子
供
が
個
室
を
望
む
の
は
、
自
立
よ

り
も
甘
え
か
ら
来
る
逃
避
の
場
所
と

す
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
家
庭
づ
く

り
の
心
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
ブ



グ
ラ

ン
ド
の
悪
化
に
よ
り
一
週
間
延

期
さ
れ
た
下
北
郡
身
体
障
害
者

ス
ポ
ー

ツ
大
会
は
、
去
る
七
月
十
三
日
大
間
中

学
校
グ
ラ
ン
ド
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
元
気
い
っ

ぱ
い
の
競
技
の
中
で
、
数
々
の
ト
ロ
フ

ィ
ー
を
獲
得
す
る
な
ど
大
健
闘
の
大
会

で
し
た
。

国
民
年
金
だ

よ

り

提
出
時
期
が
変
っ
た
現
況
届

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
、
通
算
老
齢

年
金
を
う
け
て
い
る
方
か
ら
提
出
し
て

い
た
だ
く
現
況
届
の
提
出
時
期
が
今
年

の
四
月
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
生
ま
れ
月
に
関
係
な
く
、
ど

な
た
も
毎
年
二
月
十
五
日
ま
で
に
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
本

人
の
生
や

月
の
末
日
ま
で
に
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
況
届
は
、
国
民
年
金
を
う
け
て
い

る
方
が
、
引
き
続
い
て
年
金
を
う
け
ら

れ
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
大
切
な
手
続

き
で
す
。
そ
の
提
出
を
怠
る
と
、
年
金

の
支
給
を
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
ご
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
用
紙
は
、
提
出
時
の
お
よ

そ
１
ヵ
月
前
に
社
会
保
険
庁
か
ら
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
必
要
な
事
柄
を
記
入

の
う
え
、
市
町
村
役
場
国
民
年
金
係
で

証
明
を
う
け
て
社
会
保
険
庁
へ
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。

漁
業
組
合
か
ら
の

お

知

ら
せ

共
同
漁
業

権
の
内

容
に
な

っ
て
い

る

あ

わ
び
、
う
に
、
さ
ざ
え
等
の
魚
貝

類
を
無
断

で
採

捕
し
た
場
合

は
密
漁
者

と
し

て
罰
せ

ら
れ
ま
す
。

海
水
浴

や
観
光

、
遊
漁

（
磯
釣
な

ど
）

等
で
海
辺
に

涼
を
求

め
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
が
、

密
漁
の
な
い
よ
う
お
互

い

注
意
し
ま
し

ょ
う
。

漁
業
協
同

組
合

で
は
毎
年
多
額
の
助

成
金

や
自
己

資
金
を
投
入

し
て
、
あ
わ

び
、

う
に

、
さ
ざ
え
等
魚
貝
藻
類
の
増

養
殖
を
は
か
っ
て
お
り
ま
す
が
、
心
な

い
密
漁
者
の
被
害
が
あ
と
を
絶
だ
な
い

た
め
、
漁
業
振
興
の
大
き
な
障
害
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

海
上
保
安
部
、
県
警
の
応
援
を
得
ま

し
て
、
一
層
監
視
体
勢
の
強
化
を
は
か

っ
て
お
り
ま
す
が
、
村
内
各
位
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
十
。

歳

時

記

お

盆

祖
先

の
霊
を
供
養
す

る
日
－

お
盆
。

七
月
十
五
日
を
中

心
に

、
十
三
日
～

十

六
日
を
盆
と
呼

ぶ
地
方

が
多
い
よ
う
で

す
。昔
は
、
お
盆
と

い
え

ば
旧
歴

の
七
月

十
五
日
で
し
た
が

、
明

治
五
年

に
今

日

の
新
暦

が
採
用
さ

れ
て
か
ら
は
、
新
旧

の
二
通

り
が
で
き

、
さ

ら
に

一
ヶ
月
お

く
れ
の
八
月
十
五
日
に

も
行

わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
現
在

で
は
三

通
り
の
お
盆

が
あ
る
よ
う
で
す

。

最
近
の
傾
向
と
し
て

は
、
子

供
の
夏

休
み
や
、
勤

め
先

の
暑
中
休

暇
な
ど
の

関
係
も
あ
っ
て
、
月

お
く
れ
の
八
月
十

五
日
を
中
心
に
盆
踊
り

な
ど
お
盆

の
行

事

を
す
る
と
こ
ろ
が

多

く
な

っ
て
い
ま

す
。都
会

で
は
、
七
月
十
五
日
に
自

宅
の

仏

壇
の
供
養
を
し
、
八
月
十
五
日

に
は

故

郷
に

帰
っ
て
お
盆
の
行
事
に
参
加
す

る
と
い
う
ス

タ
イ

ル
が
増
え

て
い
ま
す
。



恩
給
法
及
び
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

な
ど
が
一
部
改
正

一

普
通
恩

給
、
普

通
扶
助
料
・
公
務

扶
助
料

等
・
障
害
年

金
・
遺

族
年

金

等

の
額
が
昭
和
五

十
五
年
四
月

か
ら

三
・
八
〇

パ
ー
セ
ン
ト
増
額

さ
れ
、

六
月

か
ら
更
に
増
額
さ

れ
る
こ
と
に

な

り
ま

し
た
。

二

旧
軍
人
・
軍
属

、
準
軍
属
等
で
勤

務
に
関
連
し

て
負

傷
し

、
又

は
疾
病

に

か
か
り
、
一
定

時
点

以
後
に
第
五

款
以
上

の
不
具
廃

疾
の
状
態
に
な
っ

た
方
（
爾
後
重
症
者
）

に
障

害
年
金

等
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
ま
り
ま
し

た
。

三

旧
軍
人
、
軍
属
、
準
軍
属
等
で
、

勤
務
に
関
連
し
て
負
傷
し
、
又
は
疾

病
に

か
か
り
、
一
定
期
間
内

に
、
他

に
疾
病
を
併
発
し
て
死

亡
し
た
方
の

遺
族
に
、
昭
和
五
十
六
年
一
月
か
ら

遺
族
年
金
等
（
八
万

二
千

三
百
円
）

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

四

戦
没
者
等
の
妻
で
、
昭
和
五
十
四

年
の
遺
族
援
護
法

の
改
正

に
よ
り
、

遺
族
年

金
等
を
受

け
る
こ
と
と
な

っ

た
方
（
再

婚
解
消
妻
）
に
対
し
、
特

別
給
付

金
（
国
債
二
十
万
円
）
が
昭

和
五
十
五
年

十
月
よ
り
支
給
さ
れ

る

こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

五

戦
没
者

の
父
母

等
で
、
戦
没
者
の

死
亡
後
に

、
他

の
子
や
孫
が
、
氏
を

改

め
て

婚
姻

し
た
こ
と
等
に
よ
り
、

戦
没
者

の
戸
籍
抹

消
時
点
で
、
他
に

氏
を
同

じ
く
す
る
子
や
孫
が

い
な

い

方
で

特
別

給
付

金
を
受

け
て

い
な

い

場
合

、
昭

和
五
十
五
年

十
月

か
ら
特

別
給
付

金
（
国
債
十
万

円
）
が
支
給

さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

以
上

は
、
昭

和
五
十
五
年
で
改
正

さ

れ
た
主

な
事
項

で
す
が
、
詳
し

い
こ
と

は
市
町
村

役
場
又
は
、
県

障
害
福
祉
課

へ
お
問

い
合
せ
下

さ
い
。

†

自

衛

官

募

集

二
等
陸
・

海
・

空
士
の

募
集
に
つ

い
て

▽
募
集
期
間

常
時
受
付

▽
資

格

十
八
才
以
上
二

十
五
才
未
満
の

男
子

▽
初
任

給

八
八
、
四
〇
〇
円

十
ヵ
月
後
九
六
、
一
〇
〇
円

▽
試
験
期
日

随
時
実

施
（
受
付
時
に
通
知
）

▽
試
験
場

む
っ
市
小
川
町
一
丁
目
九
－

一

「
む
っ
募
集
事
務
所
」

▽
申
し
込
み
先

む
っ
募

集
事
務
所

電
話
○

一
七
五
ニ

ニ
ー
七
四

八
四

又
は
、
佐
井
村

民
生
相

談
課

原

稿

を

お

寄

せ
下

さ

い

広
報
「
さ

い
」
に

あ
な
た
の
原

稿
を

お
寄

せ
下
さ

い
。

締
切
日
－
－

毎
月
五

日

内

容
―
－

作
文
、

意
見

等
何

で

も

か
ま

い
ま
せ

ん
。

投
稿
先
－
－

民
生
相

談
課

市
町
村
別
交
通
事
故
防
止

コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施

県
警
本

部
交

通
企

画
課

本
県
の
交
通
死
亡
事
故

は
、
五
月
以

降
激
増
の
一
途
を

た
ど
り
、
六
月

五
日

に
は

、
昨
年

の
死
者
数
を
上
回

る
結
果

と
な

り
ま
し
た

。

今
年

の
死
亡
者
事
故

の
特
徴

は
、

○
飲
酒
、
暴
走
運
転
に
よ
る
事
故
が
激

増
し
て
い
る
こ
と
。

○
二
十
歳
代
の
若
者
に
よ
る
事
故
が
半

分
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
。

○
県
道
や
市
町
村
道
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

生
活
道
路
で
の
事
故
が
多
発
し
て
い

る
こ
と
。

な
ど
で
す
。

特
に
今
年
は
、
皆
さ
ん
が
生
活
の
場

と
し
て
い
る
み
じ
か
な
市
町
村
道
で
の

事
故
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地

域
ぐ
る
み
の
事
故
防
止
を
図
る
た
め
、

次
の
と
お
り
、
市
町
村
別
交
通
事
故
防

止
＝
ン
ク
ー
ル
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
の
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

匸

実
施
期
間

昭
和
五
十
五
年
七
月
一
日
か
ら
同

年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
六
ヶ

月
間
。

二
、
実
施
要
領

各
市
町
村
の
地
域
で
発
生
し
た
交

通
事
故
、
及
び
各
市
町
村
に
居
住
す

る
者
が
、
県
内
で
起
こ
し
た
交
通
事

故
に
つ
い
て
、
次
の
要
領
で
事
故
率

を
算
出
し
、
地
区
グ
ル
ー
プ
に
分
け

て
実
績
を
評
価
す
る
。

］‥
事
故
の
基
準
点
数

死
亡
事
故
一
件
に
つ
き
百
点
、
人

身
事
故
一
件
に
っ
き
三
十
点
を
加

え
る
。

罔
評
価
点
数

人
。

目
勣
車
台
数
、
道
路
延
長

等
を
勘
案
し
、
評
価
点
数
を
算
出

す
る
。

目
市
町
村
別
の
分
類

旧
三
市
を
Ａ
地
区
、
そ
の
他
の
五

市
を
Ｂ
地
区
、
人
口
一
万
人
以
上

の
町
村
を
Ｃ
地
区
、
人
口
一
万
人

未
満
の
町
村
を
Ｄ
地
区
と
し
て
区

分
す
る
。

固
表
彰
期
間
中
、
成
績
が
優
秀
な
市
町
村

に
は
、
青
森
県
交
通
対
策
協
議
会

長
（
知
事
）
よ
り
表
彰
す
る
。



☆
福
祉
の
相
談
日
☆

－

子
供
の
こ
と
か
ら

老
人
の
こ
と
ま
で
Ｉ

福
祉
事
務
所
で
は
、
み
な
さ
ん
の
地

区
に
出
向
い
て
福
祉
に
つ
い
て
の
相
談

窓
口
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
悩
み
事
や
相
談
の
あ
る
方
は
ど

う

ぞ
ご
利
用
下

さ
い
。

匸

相
談
内

容

子
供
の
相

談

・
家

庭
の
事
情
の
た
め
、
子
供
を
育
て

る
こ
と
に
困
っ
て
い
る
方

・
し
つ
け
、
育
て
方

、
体
や
ら
の
病
気

（
障
害
）
非
行
や
学
校

の
問
題
な

ど

で
お
困

り
の
方

お
年
よ

り
の
相
談

・
ね
た
き

り
、
一
人
暮
し
、
家
庭
と
し

っ
く
り
い
か
ず
お
困
り

の
方

・
く
ら
し

や
病
気
、
老
人

ホ
ー
ム
で

お

世

話
を
受
け
た

い
と
お
考
え

の
方

体

が
不
自
由
な
方
の
相
談

・
体
が
不
自
由
な
だ

め
お
困

り
の
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
や
補
装
具
の

必
要

な
方

・
職
業
の
訓
練
を
受
け
た
い
方
や
施
設

に
入
所
し
た
い
方

日程及び場所（午前１０時～１２時）

家
庭
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

冷
蔵
庫

●
置
き
場
所
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

放
熱
を
効
果
的
に
行
わ
せ
る
た
め
、

後
ろ
の
壁
か
ら
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

以
上
、
上
部
、
側
面
も
、
し
や
へ
い

物
や
壁
か
ら
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

以
上
離
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
扉
の
開
閉
は
で
き
る
だ
け
少
な
く
、

開
放
時
間
は
短
く
し
ま
し
ょ
う
。

●
食
品
の
詰
め
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
よ

洗
た
く
機

●
ま
と
め
洗
い
が
有
利

あ
る
実
験
に
よ
る
と
、
洗
た
く
物
二

キ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
回
で
洗
っ
た
場
合

と
Ｉ
キ
ロ
グ
ラ
ム
ず
つ
二
回
に
分
け

て
洗
っ
た
場
合
で
は
、
一
年
間
に
お

よ
そ
一
万
七
千
円
の
差
が
出
て
い
ま

す
。

●
寸
す
ぎ
洗
い
の
前
に
脱
水
を

す
卞
ぎ
洗
い
の
前
に
脱
水
す
れ
ば
、

す
す
ぎ
時
間
が
短
く
て
す
み
、
水
と

電
気
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

母
と
子
の
会
話

自
主
性
を
育
て
る
配
慮
を

子
供
に
、
ど
の
よ
う
に
小
遣
い
を
与

え
る
か
Ｉ

こ
れ
は
、
し
つ
け
の
重
要

な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
す
。

子
供
は
、
小
遺
い
を
通
し
て
、
お
金

の
価
値
は
も
と
よ
り
、
上
手
な
使
い
方

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
金
銭
感
覚
を
身
に
つ

け
て
い
き
ま
す
。
と
同
時
に
、
自
分
の

生
活
を
自
分
で

”管
理
”
す
る
う
え
で

必
要
な
自
主
性
や
計
画
性
も
養
わ
れ
ま

す
。

”

そ
の
意
味
で
は
、
小
遣
い
は
、
子
供

自
身
が
自
分
の
欲
望
を
Ｊ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
な
が
ら
、
自
ら
の
選
択
の
も
と
に
自

由
に
使
え
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
る
の
か

よ
い
で
し
ょ
う
。

毎
日
、
少
し
ず
つ
小
遣
い
を
与
え
る

の
は
、

子
供

に
と

っ
て
も
計

画
の
立
て

よ
う
が

な
く
、
そ
の
日
暮
ら
し
の
よ
う

な
浪
費
ぐ
せ

を
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
に

も
な

り
か
ね
ま
せ

ん
の
で
、
そ
の
点
は

気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

そ
う
は
い
い
ま
し
て
も
、
小
遣

い
の

。
自
主
管
理

”
は
小
学
校
三
年
生
ぐ
ら

い
か
ら
で
、
そ
れ
ま
で
は
、
お
母
さ
ん

が

そ
の
っ
ど
与

え
る
な
り
、
欲
し

い
も

の
を
買

っ
て
あ
げ
る
の
か
よ
い
で
し

よ

小
学
校
も
三

・
四
年

生
に
な
る
と
、

”
月
給
制
”

や

。
週
給
制
″

に
よ
る
予

算
生
活
を
送

ら
せ

る
の
が
、
子
供
の
し

つ
け
の
点

か
ら
も
、
よ
い
効
果
を
生
み

ま
す

。



家

庭

の

医

療

膚
の
色
つ
や
が
悪
い

膚
の
色
っ
や
は
健
康

の
バ
ロ
メ
ー
タ

ー
の
一

つ
。
顔
色
が
さ
え
な

い
時
は
、

病
気
？

あ
る
い
は
そ
の
前
兆
で
は
な
い

か
Ｉ

な
ど
、
い
ち
お
う
疑

っ
て
み
ま

▽
健
康
な
膚
は
△

血
色
が
よ
く
、
張
り
（
弾
力
性
）
が

あ
り
、
皮
膚
組
織
に
水
分
や

ア
ブ
ラ
（

皮
脂
分
泌
物
）
が
適
度
に
含
ま
れ
て
お

り
、
つ
や
っ
や
で
す
。

全
身
の
血
流
が

ス
ム

ー
ズ
で
新
陳
代

謝
が
正

常
で
あ
れ
ば
、
自
然
に
顔
の
色

つ
や
も
よ
く
な
り
ま
十
。
太
陽
の
紫

外

線
も
皮
膚
組
織
を
通
し
て
血
行
を
よ
く

し
ま
す
。

し
か
し
日
や
け
で
色
が
黒
く
な
る
の

は
、
皮
膚
の
中
の
メ
ラ
ニ
ン
色
素
が
増

え
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
外
見
上
は

健
康
そ
う
に
見
え
て
も
、
健
康
と
は
直

接
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
膚
を
や

き
す
ぎ
る
と
、
皮
膚
の
老
化
が
早
く
な

る
と
い
わ
れ
る
く
ら
い
で
す
。

▽
病
気
が
あ
る
場
合
△

鉄
分
不
足
で
慢
性
的
な
貧
血
の
人
や

胃
腸
障
害
な
ど
の
た
め
に
栄
養
が
行
き

届
か
ず
膚
の
色
つ
や
が
悪
い
人
は
、
鉄

分
や
タ
ン
パ
ク
質
、
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
の

栄
養
補
給
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
便
な

ど
に
混
じ
っ
て
、
本
人
も
気
が
っ
か
な

い
ほ
ど
微
量
の
出
血
が
続
い
て
い
る
た

め
に
、
全
血
量
が
不
足
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
疑

い
が
あ

っ
た

ら
す

ぐ

医

師
に
診
て
も
ら

い
ま
し

ょ
う

。

▽
ス
ポ
ー
ツ
や

マ
ッ
サ
ー
ジ
△

ど
こ
も
悪
く
な

い
の
に
顔
色
が
さ
え

な
い
場
合

は
、
乾
布
摩
擦
を
す

る
の
も

よ

く
ヽ

ま
た
ジ
ョ
ギ

ン
グ
な

ど
ス
ポ
ー

ツ
を

心
が
け
ま
し

よ
う
。
そ
の
ほ

か
、

散
歩

や
深
呼
吸
、
顔
の

マ
ッ
サ

ー
ジ
も
。

病

み
上

が
り
の
場
合
な

ど
は
、

タ
オ

ル
の
両

端
を
力
い

っ
ぱ
い
引
っ
張

っ
て

二

十
土

二
十
数
え

る
と
い
う
こ
と
で
も

毛
細
血

管
を
刺
激
し
血
行
促
進
に
役
立

ち
ま

す
。

水
の
神
様
「
河
童
」

水
の
日
・
水
の
週
間

八
月
一
日
～
七
日

日
本
に
は

。
水
”
に
ま
っ
わ
る
伝

説

や
信
仰
、
こ
と
わ
ざ
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
古
く
か
ら
日
本

が
水

に
恵
ま
れ
た
「
瑞
穂
の
国
」
と
し

て
、
あ
ら
ゆ
る
生

命
の
根
源
で
あ
る
水

を
尊
び
な
が
ら
、
日
日
の
暮
ら
し
に
利

用

し
て
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
「
河

童
」
の
伝
承
も
そ
の
一

つ
。

形
や
性
質
は
、
土
地
に
よ
り
多
少
異

な
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
人
間

の
子
供
ほ
ど
の
背
た
け
で
、
相
撲
を
と

る
こ
と
が
好
き
、
そ
し
て
頭
の
上
に
水

を
蓄
え
る
さ
ら
の
あ
る
こ
と
は
、
だ
い

た
い
ど
こ
の
地
方
で
も
共
通
し
て
い
ま

す
。
ふ
だ
ん
は
水
の
中
に
す
む
河
童
も

さ
ら
に
水
の
あ
る
う
ち
は
陸
上
で
も
力

が
強
く
、
ほ
か
の
動
物
を
水
中
に
引
き

込
み
、
血
を
吸
う
と
い
わ
れ
ま
十
。

す
し
屋
な
ど
で
は
、
河
童
の
好
物
キ

ュ
ウ
リ
に
代
表
さ
九

ｙ
リ
は
、
水
の

神
を
祀

る
と
き
に
供
え
る
も
の
。
昔
の

人
は

、
河

童
を
水

の
神
様
の
仮
の
姿
と

考
え

て
い
ま
し
た
。

河
童

と
い
う
水

神
に
対
す
る
恐
れ
、

つ
ま

り
水

へ
の
恐
れ
は
、
一
方
で
水
を

大
切
に
扱

う
気
持
ち
に
結
び
っ
き
ま
す
。

「
河
童
に
引
き

込
ま
れ
る
か
ら
気
を
つ

け
て
」

と
い
う
言
葉
の
裏
に
は
、
貴
重

な
水
を
守

る
と
と
も
に
、
水

の
事
故
を

防
ご
う
と

い
う
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す

。

こ
う
し
た
先
人

た
ち
の
水

を
思
う
心

を
、

い
っ

ま
で
も
語
り
続

け
て
い
き
た

い
も
の
で

す
。

戸

籍

の

窓

口

七
月
二
十
三
日
現
在

○
お
誕
生
お
め
で
と
う

畑
中

初
美
（
一
義
）

大
佐
井

金
沢
留
美
子
（
晴
義
）

原

田

奥
本

千
夏

（
次
男
）

大
佐
井

長
谷
部
浩
史
（
憲
明

）

大
佐
井

○
ご
結
婚
お
め
で
と
う

東

出

安
夫

磯

谷

（

日
笠
山
妙
子

樋

脇
町

丹
藤

博
文

青

森
市

（

松
谷
フ

ク
子

大
佐
井

浜
田

依
敏

宿
毛
市

（

上

山
美
智
子

川

目

金
沢

仁

大
佐
井

（

西
川

典

子

大

野
町

武

隈

守

西

那
須

野
町

（

松
谷

和
子

古
佐
井

蒔

田

正
志

古
佐
井

（

島

田

和
代

横
浜
市

山
田

登

大
佐
井

（

横
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火 事 、 緊 急 の 場 合 は

１１９番 ヘ

サイレンの試験は毎月１日、１５日（正午）

佐井消防分署 ●２２６６

燃えるごみと

燃えないごみ

区別して出そう
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